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月
28

日
の
第
一
回
定
例
市
議
会
で

西
平
良
将
市
長
が
、
平
成
25

年
度

の
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

掲
載
し
て
お
り
ま
す
施
政
方
針
は
、

原
文
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。
原
文
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
総
務

課
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

２昨
年
は
、
市
制
施
行
60

周
年
の
節
目

の
年
に
当
た
り
、
多
く
の
記
念
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
本
市
の
歩
み
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
先
人
が
育
ん
で
来
ら
れ

た
「
歴
史
の
果
実
」
を
糧
と
し
て
、
新

た
な
未
来
の
創
造
に
向
け
決
意
を
新
た

に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
先
達
に
よ
っ
て
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
「
愛
郷
無
限
」
の
思

い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
変
え
る

こ
と
な
く
次
代
へ
伝
え
な
が
ら
、
一
方

で
は
、
社
会
や
状
況
の
変
化
に
従
っ
て

変
革
を
進
め
て
行
く
、「
不
易
流
行
」

の
視
点
が
激
動
の
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
本
年
は
、
本

市
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
果
敢
に
挑
戦

し
、
改
革
を
推
進
す
る
「
躍
進
の
年
」

と
位
置
付
け
、市
政
の
更
な
る
「
発
展
」

「
躍
進
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◇
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
直
な
対
話

「
市
長
と
語
る
会
」
は
、
予
定
し
て

い
た
地
区
で
の
開
催
を
お
お
む
ね
一
通

り
行
い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
等
を

市
政
運
営
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

◇
人
件
費
の
抑
制

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
市
長
の

給
料
を
25

％
、
副
市
長
と
教
育
長
の
給

料
を
15

％
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
れ
ま
で
を

上
回
る
削
減
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24

年
度
の
国
家
公
務
員

と
地
方
公
務
員
の
給
与
額
の
比
較
を
示

し
た
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
本
市
の
値

は
97.3
で
、
国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
が

な
か
っ
た
場
合
の
値
は
89.8
で
す
。
こ
れ

は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
と
比
較

し
て
も
、
職
員
の
給
与
が
低
い
水
準
に

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
指
定
都

市
を
除
く
全
市
区
町
村
１
，
７
２
２
団

体
中
１
，
６
５
９
位
で
、
県
内
の
19

市

中
で
は
最
下
位
、
町
村
を
加
え
た
全
43

団
体
中
で
は
40

位
で
す
。

一
般
の
職
員
は
、
４
％
か
ら
10

％
ま

で
の
削
減
な
ど
平
均
で
約
7.4
％
と
な
る

給
料
の
削
減
を
４
月
か
ら
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

◇
防
　
災

防
災
に
つ
い
て
は
、
台
風
や
豪
雨
災

害
は
も
と
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
、
現
在
作
成
中
の
阿
久
根
市
防
災

マ
ッ
プ
（
総
合
版
）
の
有
効
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
自
ら
を
守
る
「
自
助
」、

地
域
で
互
い
に
助
け
合
う
「
共
助
」、

行
政
が
支
援
す
る
「
公
助
」
に
よ
る
防

災
活
動
を
推
進
し
「
安
全
・
安
心
」
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

◇
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建
設

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
に
つ

い
て
は
、
建
設
委
員
会
を
設
置
し
て
協

議
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
平
成
25

年
度

は
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
に
係
る
予

算
を
措
置
し
、
建
設
に
向
け
て
推
進
し

ま
す
。

◇
道
路
整
備

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
は
、
阿
久

根
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
鶴
川
内
Ｉ
Ｃ
間
が
平
成

26

年
度
、
野
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
阿
久
根
北
Ｉ

Ｃ
間
が
平
成
27

年
度
の
供
用
開
始
に
向

け
鋭
意
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

阿
久
根
Ｉ
Ｃ
か
ら
薩
摩
川
内
水
引
Ｉ

Ｃ
間
は
、
都
市
計
画
決
定
等
の
手
続
に

向
け
動
き
出
し
、
整
備
区
間
格
上
げ
へ

向
け
て
一
歩
前
進
し
た
も
の
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。

当
面
す
る
課
題
や
施
策

平成25年第１回定例市議会で施政
方針を表明する西平良将市長

平成25年度　施政方針
本年を「躍進の年」と位置付け
市政発展に全力で取り組みます

【特集】
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今月の題字

阿久根は新鮮な魚やおいし

い果物など、特産物がたくさ

んあるのが自慢です。将来は、

陸上自衛隊に入って、災害な

どで困っている人を救助した

いです。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉協
議会では平成25年３月31日ま
で義援金を受け付けています。
市民の皆さまのあたたかい 
ご支援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成25年２月28日現在）

13,722,324円
※日本赤十字社を通じて、被災 

された方々へ配分されます。

羽は
ね

　

田た

　
光こ

う
　

翼よ
う

さ
ん

鶴
川
内
小
６
年

今月の表紙

２月12日から老人福祉セン
ターで開催された「あくねひ
なまつり展」。幼児から80歳
代までの多彩な手作りひな人
形が飾られ、来場者を楽しま
せていました。
※３月22日まで。平日午前９
時から午後５時まで開館。

義援金の受付

◇
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

海
外
の
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と 

し
た
観
光
ツ
ア
ー
の
企
画
販
売
を
行
う

と
と
も
に
、
３
月
24

日
か
ら
観
光
列
車

「
お
れ
ん
じ
食
堂
」
の
運
行
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

地
域
住
民
の
貴
重
な
足
と
し
て
鉄
道

を
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
維
持
し

て
い
く
た
め
、
沿
線
自
治
体
と
協
調
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
利
用
促
進
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

「
う
み
・
ま
ち
・
に
ぎ
わ
い
」
再
生

整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
賑
わ
い
の

核
と
な
る
３
つ
の
エ
リ
ア
の
整
備
に 

取
り
組
み
ま
す
。

平
成
24

年
度
地
域
振
興
推
進
事
業
の

特
別
枠
と
し
て
、
本
市
の
交
流
、
物
産
・

観
光
、
沿
線
情
報
発
信
の
戦
略
拠
点
と

な
る
よ
う
、整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

平
成
25

年
度
は
、
こ
こ
を
核
と
し
て
、

開
業
10

周
年
を
迎
え
る
肥
薩
お
れ
ん
じ

鉄
道
と
も
連
携
し
な
が
ら
賑
わ
い
を 

創
出
し
て
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

旧
港
地
区
に
つ
い
て
は
、
こ
の
計
画

を
基
に
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ

て
、
計
画
の
実
現
に
向
け
た
作
業
を 

進
め
ま
す
。

地
域
活
性
化
活
動
へ
の
助
成
や
著
し

い
高
齢
化
に
よ
り
運
営
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
区
、
効
率
的
な
運
営
を
目
指
し

て
合
併
を
行
う
区
へ
の
支
援
を
行
い
、

活
動
の
活
性
化
と
地
域
社
会
の
健
全
な

発
展
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
交
通
政
策
に
つ
い
て
は
、
交

通
不
便
地
域
の
解
消
に
向
け
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
効
率
的
な
運
行
と
新
規
路
線

の
開
設
に
努
め
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
住
民
に
よ
る 

支
え
合
い
の
力
を
育
み
な
が
ら
地
域
福

祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇
児
童
福
祉

保
育
園
、
学
校
等
関
係
機
関
と
の 

連
携
を
図
り
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

平
成
25

年
度
中
に
「
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
」
を
設
置
し
、
本
市
の
実
状
に

応
じ
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
に

つ
い
て
調
査
等
を
行
い
、
幼
児
期
の 

教
育
・
保
育
及
び
地
域
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く

予
定
で
す
。

◇
高
齢
者
福
祉

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を
強
化

し
て
各
地
区
の
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く

り
を
行
い
、
在
宅
の
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
方
を
地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
地
域
組
織
と
し
て
の
さ
わ
や

か
ク
ラ
ブ
の
支
援
や
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◇
障
害
者
福
祉

「
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
」

に
向
け
て
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
の

支
援
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
、「
阿
久
根
市
障
が
い

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」
を
生
き
が
い

対
策
課
内
に
設
置
し
ま
し
た
が
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
、
障
が
い
に
つ
い
て
正
し

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

福
祉
に
関
す
る
施
策

【特集】　平成25年度　施政方針
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く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
広
報
・

啓
発
に
努
め
、
障
が
い
の
あ
る
方
の 

権
利
の
擁
護
お
よ
び
相
談
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

◇
生
活
保
護

保
護
の
申
請
や
開
始
時
の
調
査
を 

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
最
低
限
の
生
活

保
障
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
自
立
更

生
へ
の
相
談
や
生
活
指
導
を
行
い
、
適

正
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

◇
健
康
増
進

保
健
推
進
員
と
一
体
と
な
っ
た
地
域 

ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、 

地
域
に
密
着
し
た
保
健
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

各
種
検
診
に
つ
い
て
は
、
受
診
率
の

向
上
を
図
り
、
が
ん
や
生
活
習
慣
病 

予
防
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
華
の
50

歳
組
な
ど
節
目
の 

年
代
の
方
々
へ
節
目
勧
奨
等
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
宮

頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の

３
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
引
き
続
き 

接
種
費
用
の
全
額
を
助
成
し
、
感
染
症

予
防
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

◇
国
保
・
介
護
保
険
事
業

国
保
税
の
収
納
率
の
向
上
に
努
め
、

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
保
健
事
業
や
総
合

健
診
な
ど
を
引
き
続
き
推
進
し
、
医
療

費
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
介
護

施
設
の
整
備
を
進
め
、
入
所
者
の
処
遇

改
善
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
医
療
と
介
護
の
サ
ー
ビ

ス
連
携
の
強
化
や
認
知
症
施
策
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

◇
地
域
医
療

夜
間
一
次
救
急
診
療
所
や
二
次
救
急

医
療
を
担
う
阿
久
根
市
民
病
院
、
市
内

医
療
機
関
等
と
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
等
に
よ
る
救
急 

搬
送
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

大
川
診
療
所
は
、
昨
年
か
ら
週
５
日

の
診
療
体
制
と
な
り
、
一
層
身
近
な 

施
設
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
川
地
域
の

医
療
拠
点
施
設
と
し
て
さ
ら
に
充
実
に

努
め
て
運
営
し
ま
す
。

◇
環
境
衛
生

生
ご
み
を
家
庭
で
処
理
す
る
段
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
設
置
を
モ
デ
ル
的
に

公
募
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
証 

結
果
を
踏
ま
え
、
ご
み
減
量
化
と
再
利

用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
農
　
業

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
阿
久
根

北
部
地
区
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
事
業

の
実
施
に
努
め
つ
つ
、
南
部
地
区
の 

計
画
予
定
地
域
の
要
望
の
取
り
ま
と
め

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
、
不
要
と
な
っ
た

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
有
効
活
用
を
モ
デ

ル
的
に
実
施
し
、
新
規
就
農
者
が
安
心

し
て
農
業
経
営
を
開
始
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
口
蹄
疫
な
ど
の
防
疫
対
策
に
つ
い

て
は
、
消
毒
機
器
を
購
入
し
、
引
き
続 

き
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、 

感
染
防
止
に
努
め
ま
す
。

◇
林
業
振
興

タ
ケ
ノ
コ
の
産
地
化
の
た
め
竹
林 

改
良
促
進
事
業
等
を
積
極
的
に
行
い
、

竹
林
の
景
観
保
持
、
早
掘
り
タ
ケ
ノ
コ

の
収
益
増
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
農
林
産
物
に
甚
大
な
被
害
を

及
ぼ
す
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
体
制

の
確
立
及
び
捕
獲
鳥
獣
の
加
工
、
流
通

体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

主
な
産
業
に
関
す
る
施
策

【特集】　平成25年度　施政方針

華の50歳組
大阪で開催された
「関西かごしまファンデー」観光列車「おれんじ食堂」（写真右）
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◇
水
産
業

水
産
資
源
の
増
殖
を
目
指
し
た
藻
場

造
成
事
業
や
稚
魚
放
流
事
業
、
魚
価
の

安
定
化
に
資
す
る
鮮
度
保
持
対
策
事

業
、
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
種
苗

生
産
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
体
験
等
を
通
じ
た
地
域

間
交
流
の
促
進
な
ど
、
地
域
の
活
性
化

を
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
産
物
付
加
価
値
向
上 

対
策
と
し
て
、
新
商
品
開
発
、
商
談
会

出
展
へ
の
支
援
、
高
度
衛
生
対
応
型
市

場
に
よ
る
「
安
心
・
安
全
な
水
産
物
」

の
情
報
発
信
等
、
魚
価
の
向
上
を
図
る

取
組
を
進
め
ま
す
。

◇
商
工
業

本
市
の
特
産
品
を
一
体
的
に
「
阿
久

根
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
付
加
価
値
を 

上
げ
、
関
係
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
販

売
を
促
進
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図

り
ま
す
。

◇
観
　
光

商
工
や
観
光
に
関
す
る
諸
団
体
が
一

体
化
し
た
「
阿
久
根
ま
ち
の
駅
」
な
ど

と
連
携
を
図
り
、
観
光
資
源
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
な
が
ら
、
新
規

事
業
を
含
め
た
観
光
Ｐ
Ｒ
の
方
法
や 

観
光
客
の
受
入
態
勢
を
強
化
し
ま
す
。

◇
土
　
木

市
道
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を 

図
り
な
が
ら
整
備
に
努
め
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化 

計
画
を
作
成
し
つ
つ
、
塩
鶴
公
園
、 

塩
浜
公
園
の
整
備
を
行
い
市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
番
所
丘
公
園
に
つ
い
て
は
、

総
合
管
理
事
務
所
を
建
設
し
、
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
電
気
設
備

の
改
修
な
ど
整
備
を
行
い
、
利
用
促
進

を
図
り
、
市
民
の
健
康
増
進
と
憩
い
の

場
と
し
て
充
実
に
努
め
ま
す
。

本
年
４
月
に
発
足
す
る
女
性
消
防
団

に
つ
い
て
は
、
団
員
に
対
し
て
積
極
的

に
研
修
会
等
を
開
催
し
、
知
識
や
技
術

の
習
得
と
理
解
を
促
し
、
充
実
に
努
め

ま
す
。

「
い
じ
め
問
題
」
を
含
む
生
徒
指
導

上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
は
、「
心
の
教

育
」
の
推
進
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
道
徳
教
育
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
集
団
宿
泊
学
習
や

勤
労
体
験
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
の
体
験
を
通
し
、
人
間
関
係
づ
く 

り
に
向
け
た
教
育
活
動
を
推
進
し
、 

家
庭
、
地
域
、
関
係
団
体
と
の
緊
密
な

連
携
を
図
り
、
児
童
・
生
徒
の
見
守
り

や
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

今
、
時
代
は
日
々
大
き
く
動
い
て
い

ま
す
。
変
革
す
る
時
代
の
う
ね
り
の
中

に
あ
っ
て
、
揺
る
ぎ
な
い
信
念
を
変
わ

ら
ず
持
ち
続
け
な
が
ら
も
、
進
取
の
気

を
も
っ
て
時
流
を
読
み
、
将
来
を
展
望

す
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
不
易
」
を
着
実
に
受
け
継
ぎ
、「
流

行
」
を
的
確
に
捉
え
、
時
代
を
切
り 

拓
い
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
こ
の
地
に
生
き
る
者
が
、

こ
の
地
に
愛
着
を
持
ち
、
こ
の
地
に
生

き
る
こ
と
を
喜
び
と
し
、
わ
が
ま
ち
の

素
晴
ら
し
さ
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発

信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
阿
久
根
の
フ
ァ

ン
」
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
市
政
の

発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
、
お
一
人
お
ひ
と
り

の
お
力
を
「
市
政
の
躍
進
」
の
原
動
力

と
し
て
結
集
し
、
明
る
い
未
来
の
創
造 

に
向
け
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、 

努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。

消
　
防

教
育
の
基
本

【特集】　平成25年度　施政方針

シルバー人材センターによるお手玉教室ウニ生息の密度管理の活動を行う漁業者
南九州西回り自動車道早期完成の
ための要望活動

平
成
25

年
度
　
施
政
方
針
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ま
ち
の
交
流
人
口
を
増
や
し
、
商
店

街
を
活
性
化
し
よ
う
と
、
阿
久
根
の
３

通
り
会
（
駅
前
・
本
町
・
大
丸
）
で
は
、

百
縁
市
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
商
店
街

の
集
客
を
図
ろ
う
と
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
阿
久
根
の
主
だ
っ
た
商
店
街

の
店
主
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
に

よ
り
、
空
き
店
舗
が
目
立
ち
、
か
つ
て

の
に
ぎ
わ
い
が
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
阿
久
根
の
３
通
り

会
の
皆
さ
ん
が
、
人
々
の
移
動
が
多
い

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、
市
内
外
か

ら
大
勢
の
お
客
さ
ん
を
商
店
街
に
呼
び

込
む
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
、
実
行
委

員
会
を
編
成
し
て
検
討
し
た
結
果
、
阿

久
根
商
工
会
議
所
の
主
催
に
よ
る
「
阿

久
根
・
は
な
＊
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
＊
華
ま
つ
り
」

を
今
年
初
め
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
ち
の
交
流
人
口
を
増
や
し
て

阿
久
根
の
商
店
街
活
性
化

約８千本の花の苗植えを行う「阿久根・はな＊ＨＡＮＡ＊華まつり実行委員会」の皆さん

た
だ
い
ま
、仕
込
中
デ
ス

6Akune

５月２日(木)前夜祭
３日(金)当日祭

～まちで遊ぼうY～

阿
久
根
・
は
な

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ

華
ま
つ
り

あ
く
ね
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

た
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
新
登
場



7 Akune

各
商
店
街
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
た

め
、
物
販
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
通
り
会
が
独
自
で
魅
力
の
あ
る

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
ワ
ン
コ
イ
ン
・

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。
開
催
内
容
（
予
定
）

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
前
夜
祭

♪
舞
台
シ
ョ
ー
や
屋
台
縁
日（

駅
前
通
り
）

♪
夜
の
ス
ナ
ッ
ク
店
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会

を
今
年
初
め
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

を
開
催
　
　
　
　
　（
飲
食
店
組
合
）

■
当
日
祭

♪
ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ー
ル
、
ス
タ
ン
プ 

ラ
リ
ー
　
　
　
　
　
　（
全
商
店
街
）

♪
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、露
店
販
売
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
本
町
通
り
）

※
出
展
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
上
堀
薬
品
ま
で
。

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
０
０
６

♪
商
工
会
議
所
や
空
き
店
舗
を
活
用 

し
た
出
店
　
　
　
　
　（
大
丸
通
り
）

♪
グ
ル
メ
新
メ
ニ
ュ
ー
わ
ん
こ
丼
祭
り
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
決
勝
戦（

飲
食
店
組
合
）

♪
特
産
品
を
出
店
販
売（

特
産
品
協
会
）

「
阿
久
根
・
は
な
＊
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
＊

華
ま
つ
り
」
と
は

これまで５月の連休中に親

子連れが楽しめるようなイベ

ントがなかったし、何か楽し

いイベントをして商店街を活

気づけたいと思っていた。ぜ

ひ、訪れたお客さんには、通

りを歩いてもらって楽しんで

もらいます。

前夜祭は、まるや衣料店の駐車場で
ミニコンサートや屋台村をやります

駅前通り会会長

若松光志さん

阿久根の流動人口を増やす

ためにも、この祭りを毎年

やっていきたい。いろいろな

イベントを通じて、阿久根を

訪れてくれた方に「食」だけ

ではない、阿久根の良いとこ

ろを知ってもらいたいと思い

ます。

大丸通りの空き店舗などを活用して
「食」を中心にしたお店を出します

大丸通り会会長

橋﨑一幸さん

産業祭の「春」バージョン
として定着できるように一生
懸命にがんばりましょう。
まずは、自分たちを含め、
関係者みんなで盛り上がらな
いと人は来てくれないと思い
ます。阿久根にはいいものが
たくさんあります。何でも前
向きに取り組んでいきます。

本町通りで特産品の販売を行います
また、道の駅阿久根では五月フェアもやります

特産品協会会長

安田暢子さん

３つの通り会が一つにまと

まって何かできないかと以前

から考えていました。今後の

通り会活動の一つのあり方で

あると思っています。今回に

限らず、通り会が一体となっ

て今後も取り組んで行きたい

ものです。

ＬＩＺＥ、サカウエ、まるや、ヤマモトが行う
ファッションショーをお楽しみに

本町通り会会長

上堀　博さん

まちの活性化のためにと、
それぞれの団体が取り組んで
いたことを、一つの大きなく
くりで事業を行うことは、大
変いいことであると思います。
農業も漁業もすべてひっく

るめて取り込んでいく総合的
な観光事業のスタート点にな
ればと思っています。

嗜好をこらした多彩なわんこ丼をやります

飲食店組合会長

濵田豊和さん

7 Akune

阿久根・はな＊HANA＊華まつり
インタビュー
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久
根
市
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
燃

や
せ
る
ご
み
の
約
４
割
を
占
め
る

「
生
ご
み
」。そ
の
う
ち
の
約
８
割
が「
水

分
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、「
水
分
」
を
多
く
含
む
「
生

ご
み
」
を
堆
肥
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の

「
生
ご
み
」
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
の
実

証
観
察
を
脇
本
小
学
校
３
年
生
の
子
ど

も
た
ち
が
行
い
ま
し
た
。

堆
肥
完
成
ま
で
約
４
か
月
。
そ
の
う

ち
の
約
３
か
月
間
、
２
箱
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
約
14

㎏
の「
生
ご
み
」

を
堆
肥
化
し
て
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
同
校
の
学
習
発
表
会
で
、
今

回
の
取
組
に
つ
い
て
の
発
表
も
行
わ
れ

ま
し
た
。「
最
初
、
段
ボ
ー
ル
に
生
ご

み
を
入
れ
て
大
丈
夫
か
な
と
思
っ
た
け

ど
、
成
功
し
て
よ
か
っ
た
」
と
取
組
を

行
っ
た
子
ど
も
が
笑
顔
で
話
し
、
大
満

足
の
よ
う
で
し
た
。

な
お
、
現
在
、
市
で
は
家
庭
か
ら
出

る
生
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
を
進
め

る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
し

た
方
に
対
し
て
、
購
入
費
の
一
部
を
補

阿

脇本小学校３年生の

子どもたちが、昨年10月

10日から行った段ボール

コンポスト。開始して約

４か月でついに堆肥が 

完成しました。そこで、

プランターにパンジーの

花の苗を植えることにし

ました。

昨年11月号で紹介した家庭でできるゴミ減量

作戦の段ボールコンポスト。後編では、脇本小

学校３年生（28名）が行った実証結果と、生ご

み処理機器購入の補助について掲載します。

家庭でできるゴミ減量作戦

脇本小３年生の
段ボールコンポスト＆
生ごみ処理機器購入の補助

後編

段ボールコンポストで生ごみの堆肥化を行った脇本小学校３年生の児童ら

学習発表会で今回の取組を発表する児童
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予
算
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で

お
早
め
に
。

電動生ごみ処理機

補
助
金
の
限
度
額

２
万
５
千
円

水切り容器

補
助
金
の
限
度
額

２
千
円

生ごみ処理容器

補
助
金
の
限
度
額

３
千
円

助
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
民
環
境

課
環
境
対
策
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◇
対
象
者

・
市
内
居
住
者
で
、
市
税
な
ど
の
滞
納

が
な
い
方

・
申
請
か
ら
３
年
度
以
内
に
、
こ
の
制

度
を
利
用
し
て
処
理
機
器
を
購
入
し

た
こ
と
が
な
い
方
　
な
ど

◇
補
助
金
額

購
入
費
用
の
２
分
の
１
以
内
の
額

※
100

円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
と

な
り
ま
す
が
、
種
類
ご
と
に
限
度

額
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
処
理
機
器
の
仕
様
書

②
処
理
機
器
を
購
入
し
た
こ
と
を
証
す

る
書
類
（
領
収
証
等
）

※
①
、
②
は
写
し
で
可
。

③
印
か
ん

④
本
人
確
認
が
で
き
る
資
料
（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
等
）

⑤
振
込
先
と
な
る
口
座

振
込
先
の
口
座
は
、
必
ず
申
請
者
と

同
一
の
方
と
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
者

と
口
座
内
容
が
異
な
る
場
合
は
補
助
金

の
振
込
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ま
も
、
ま
ず
は
自
分
の

ご
家
庭
か
ら
生
ご
み
の
減
量
化
に
向
け

た
取
組
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

脇本小３年生の段ボールコンポスト実証結果

家庭でできるゴミ減量作戦

大成功

段ボールコンポスト
の観察記録

３か月間、 生ごみ
を投入しました

熟成した堆肥は
サラサラの状態です

パンジーの花が
元気に咲いています

２班にわかれて投入し

た生ごみや土の温度な

どについて記録しまし

た。冬場だったためか、

熟成が進むにつれ土の

温度は低くなり、最高

でも31℃までしか上が

りませんでした。

生ごみは、１日に多く

ても500ｇを目安に３

か月ほど投入しまし

た。途中、ミカンの皮

を入れ過ぎてしまい、

土がベチョベチョにな

りました。あまり投入

しない方が良かったか

もしれません。

生ごみの投入を止めて

１か月後、堆肥がつい

に完成。花の土と生ご

み堆肥とを１：１の分

量でプランターに入

れ、よくかき混ぜまし

た。段ボールは、まだ

しっかりしており、再

利用できそうです。

今回は、生ごみ堆肥で

パンジーを植えました

が、ミニトマトやナス

などの栽培にも良いと

のことでしたので、次

回は何か野菜を植えて

みようかと思案中で、

これから楽しみです。

①②③④

申込み・問い合わせ先：市民環境課　環境対策係　☎０９９６－７３－１２１１(内線１４２５)

生ごみ処理機器の購入費の一部を補助します

家
庭
で
で
き
る
ゴ
ミ
減
量
作
戦
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月
４
日
、
阿
久
根
中
学
校
で
立
志

集
会
が
行
わ
れ
、
２
年
生
全
員

（
131

名
）
が
立
志
の
決
意
を
語
っ
た
後
、

本
市
出
身
（
下
村
区
）
の
料
理
研
究
家
、

平
野
ル
ミ
子
さ
ん
（
ア
ク
ネ
大
使
）
が

記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

平
野
さ
ん
は
、
２
年
生
を
含
む
全
校

生
徒
約
370

人
に
、
料
理
研
究
家
に
な
る

ま
で
の
経
緯
や
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
体
験

談
な
ど
を
披
露
し
、「
夢
を
大
き
く
い
っ

ぱ
い
持
っ
て
、
自
分
の
力
を
信
じ
て
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

２

講演を行う平野ルミ子さん

料理研究家

平野ルミ子さん （アクネ大使）

阿久根中の立志集会でエール

立志の決意s
２年生全員が同級

生や先生、保護者

らを前に堂々と立

志の決意を語りま

した。

日
本
学
校
歯
科
医
会
主
催
「
歯
・
口

の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
、
鹿
児
島
県
の
下
学
年

部
代
表
の
田
代
小
学
校
１
年
、
尾
原
拓

哉
さ
ん
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

２
月
12

日
、
尾
原
さ
ん
は
同
校
の
岡

元
晋
一
校
長
先
生
と
一
緒
に
市
役
所
を

訪
れ
、
受
賞
の
喜
び
と
歯
磨
き
の
大
事

さ
な
ど
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

財
団
法
人
上
廣
倫
理
財
団
主
催
の
第

26

回
「
感
動
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、

阿
久
根
小
学
校
４
年
、
前
濱
あ
い
み
さ

ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
の
小
中
高
820

校
か
ら
２
５
，
０
３
４

点
の
応
募
が
あ
り
、
30

名
が
優
秀
賞
。

２
月
12

日
、
前
濱
さ
ん
は
同
校
の 

内
野
眞
校
長
先
生
や
ご
家
族
と
一
緒
に

市
役
所
を
訪
れ
、
受
賞
の
喜
び
を
報
告

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第
26
回
感
動
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

前
濱
あ
い
み
さ
ん
（
阿
久
根
小
）
優
秀
賞

全
国

「
歯

・
口
の
健
康
に
関
す
る

図
画

・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

尾
原
拓
哉
さ
ん

（
田
代
小
）
佳
作
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月
９
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

第
21

回
阿
久
根
市
生
涯
学
習
フ
ェ

ア
が
開
催
さ
れ
、
社
会
体
育
振
興
や
全

国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
功
績

に
対
す
る
市
体
育
功
労
者
・
体
育
協
会

優
秀
選
手
表
彰
、
生
涯
学
習
講
座
生
に

よ
る
舞
台
発
表
や
作
品
展
示
、
小
中
学

生
弁
論
発
表
の
ほ
か
、 

県
立
鹿
児
島
工

業
高
校
硬
式
野
球
部
監
督 

中
迫
俊
明

先
生
に
よ
る
「
ネ
バ
ー 

ギ
ブ 

ア
ッ
プ
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
自
ら
の
夢

に
向
か
う
前
向
き
な
生
き
方
や
高
校
野

球
指
導
者
と
し
て
の
生
徒
へ
の
関
わ
り

方
な
ど
を
話
さ
れ
、
講
師
の
熱
い
思
い

が
会
場
に
広
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
市
体
育
功
労
者
・
体
育
協
会

優
秀
選
手
表
彰
の
受
賞
者
は
、
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。

２

熱い思いを語る中迫俊明先生

第21回　阿久根市
生涯学習フェア

t県代表でプレー
大阪府で開催さ
れたJOCジュニ
アオリンピック
カップ全国都道
府県対抗中学バ
レーボール大会
でスパイクを打
つ尾塚愛実さん

展示コーナーs
入口ホールでは
生涯学習講座の
受講生による力
作が多数展示さ
れていました

◎阿久根市体育功労者表彰
（敬称略）

氏　　名 種目 ご　　功　　績

山口　士郎 一般 西目体育協会会長、阿久根市体育協
会理事長、阿久根市ソフトテニス協
会、ボクシング協会会長等として市
の社会体育振興に寄与された。

松永　傳夫 少年
野球

平成元年に硬式少年野球チーム
「オール阿久根」を設立して以来、
20年にわたり指導者・代表者として
青少年育成活動、オール阿久根の 
発展に尽力された。

谷口　　繁 一般 阿久根南校区体育協会会長、阿久根
市体育協会評議員及び理事を歴任さ
れ、阿久根市体育協会並びに阿久根
南校区体育協会の発展・強化に尽力
された。

◎阿久根市体育協会優秀選手表彰
（敬称略）

氏　　名 種　目 出場大会名・種目など

大漉　真衣 陸 上 平成24年度全国高等学校総合体育大会
女子100ｍ、200ｍ
第67回国民体育大会女子100ｍ

高木　結加 陸 上 平成24年度全国高等学校総合体育大会
女子800ｍ 

松永　大聖 陸 上 第39回全日本中学校陸上選手権大会走
り高跳び
第43回ジュニアオリンピック陸上競技
大会走り高跳び

尾塚　愛実 バレー
ボール

第26回JOCジュニアオリンピックカッ
プ全国都道府県対抗中学バレーボール
大会

佐々木穂花 陸 上 第28回全国小学生陸上競技交流大会 
女子80ｍハードル

中原　海鈴 陸 上 全国都道府県対抗女子駅伝大会
女子第24回全国高校駅伝競走大会
平成24年度全国高等学校総合体育大会
女子1,500ｍ・3,000ｍ

坂本　大志 陸 上 全国都道府県対抗男子駅伝大会
平成24年度全国高等学校総合体育大会
男子5,000ｍ

㞍無あかり 陸 上 平成24年度全国高等学校総合体育大会
女子４×400ｍリレー

表彰を受けられた皆さま

ま
ち
の
話
題
　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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まちの話題 みんなのアルバム 楽しい話題などをお知らせください。
総務課秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

２月10日、市民会館大ホールで福祉のつどいが
開催されました。このつどいでは、社会福祉の発
展に多大な貢献をされた方々への表彰状・感謝状
授与のほか、ボランティア体験の発表、みなみ保
育園の園児によるお遊戯などがありました。

◇阿久根市社会福祉協議会会長表彰（敬称略）
・川　原　陸奥雄（民生委員児童委員）
・東　新　金　熊（民生委員児童委員）
・㞍無濵　實　男（民生委員児童委員）
・山　迫　和　代（民生委員児童委員）
・大　毛　健一郎（民生委員児童委員）
・川　畑　テル子（阿久根市手をつなぐ育成会連絡協議会）
・大　田　信　子（訪問介護員）
・沼　田　美保子（訪問介護員）
・赤瀬川　小百合（訪問介護員）
・古　園　明　子（児童厚生員）
◇阿久根市社会福祉協議会会長感謝状（敬称略）
・折　橋　嘻　典

広げよう社会福祉の輪～福祉のつどい～

みなみ保育園の園児によるかわいらしいお遊戯

２月８日、山下小学校６年生（10名）が、同
校の学習発表会で河南源兵衛についての劇を作
り、河南家の子孫に嫁いだ河南タキさんを招待
して発表しました。
「私の知らないことまでよく調べて劇にして
あり、子孫としてありがたい」と河南さんは話
してくださいました。

学習発表会で源兵衛どん物語を熱演

源兵衛どん物語を演じた山下小６年生と
河南タキさん（前列左）ら

柏木義昭さん宅のビニールハウスで実ったバナナ

牛之浜区でスプレーギクの栽培をされてい
る柏木義昭さんが、２年前、趣味でバナナの 
苗木をビニールハウスの片隅に植えたところ、
２月初旬から見事に熟したバナナを実らせるこ
とに成功しました。ビニール袋をかぶせるなど
して保温を高めた結果、初めて成功されたとの
ことです。

阿 久根産バナナがたわわに実る
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ま
ち
の
話
題
　
み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム

２月中旬、桑原城下区の赤坂

五一さんが40年近くかけて植え

つけた約60鉢の梅の花が見ごろ

を迎え、連日、県内外から大勢

の見物客が訪れていました。

赤坂さんは、「好きで無心に

なって育てている。一人でも多

くのお客さんに見てもらえるこ

とが何よりうれしい」と話して

いました。

庭一面に咲き誇る梅の花

見ごろを迎えていた赤坂さん宅の梅の鉢植え

販売体験を行った西目小学校の児童

歌手で本市出身の沖吉けい子
さんが、１月６日にブルガリア
で行われた「ニューイヤーコン
サート」で、国立ソフィアフィ
ルハーモニック管弦楽団と共演
し、日本の歌を披露されまし
た。２月７日、沖吉さんは市役
所を訪れ、コンサートの体験談
などについて話してくださいま
した。

沖 吉けい子さん（アクネ大使）が表敬訪問

ブルガリアで日本の歌を披露する
沖吉けい子さん（前列中央）

表敬訪問された
沖吉けい子さん（左）

２月10日、西目小学校５・６年生（16

名）が、『えきまえチャレンジショッ
プ華』で販売体験を行いました。
学校農園で収穫したチンゲンサイや
地元で獲れた三角みな、ふくれ菓子な
ど、10種類の商品が並ぶ。「お店が大
繁盛して、いい思い出になった」と参
加した子どもが話してくれました。

西 目小学校のチャレンジショップ

２月９日、グランビューあ
くねで、認知症に対する理解
をより深めてもらうことを
目的に、いずみ川薩支部認知
症グループホーム連絡協議会 
主催の認知症講演会が開催さ
れました。
出水・川薩地域の介護職員
や看護職員、施設管理者など
が参加し、参加者は熱心に聞
き入っていました。

２月15日、折多小学校５年
生（22名）と折多校区老人ク
ラブが、そば打ち体験を行い、
交流を深めました。２年前か
ら実施しており、今年で３回
目。「いつも食べているおそば
と比べると、歯ごたえがあっ
ておいしい」と参加した子ど
もたちは、自分たちで作った
そばに舌鼓をうっていました。

２月３日、鶴翔高校陸上部
が田代小学校の学習発表会で
縄跳びを披露しました。同小
学校との県下一周駅伝の応援
を通した交流の一環。様々な
跳び方を披露するのを間近で
見た子どもたちは「いろんな
跳び方があって、ビックリし
た。高校生のお兄ちゃんはす
ごい」と話していました。

認 知症に対する正しい理解を
～認知症講演会～そ ば打ち体験楽しむ（折多小）

講演を行う認知症サポートハウス
はぴねす代表　中村むつ子氏

２本の縄跳びを使ったダブルダッチ
を披露する鶴翔高校陸上部

そば打ち体験を楽しむ折多小の児童ら

駅伝応援からはじまった
鶴翔高との交流（田代小）

t　「
商
売
繁
盛
で
す
」
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鶴翔
高校へ
行こう⑥
昨年10月号から今月号ま

で６回にわたって掲載して

きました「鶴翔高校へ行こ

う」、皆さまいかがでした

でしょうか。この特集は、

今月号でいったんしばらく

お休みします。今回は、卒

業式を間近に控えていた３

年生からのコメントを掲載

いたします。

食品技術科３年
山下　舞さん
㈱コモディ・イイダに
就職が内定

アカデミア系列理系３年
中間　大介さん
鹿児島大学工学部
電気電子工学科に合格

アカデミア系列文系３年
冷水　利也さん
鹿児島大学法文学部
法政策学科に合格

情報ビジネス系列３年
笹原　麻奈美さん
㈱コメリに就職が内定

紅甘夏ドレッシング開発は、強い苦

味のある材料を使いながらどう仕上げ

るか、試行錯誤しましたが、無事商品

化され、企業とタイアップができて本

当に良かった。就職試験の時にもばっ

ちりアピールしました。

大学合格の秘訣は、少人数で徹底し

た授業が受けられたことと、放課後な

どに職員室へ質問に行ったのが良かっ

た。やるべきことをやればとても楽し

いし、進路もしっかり実現できます。

本当に楽しい３年間でしたY

高校生活はたった３年間ですが、自

分の過ごし方次第でいくらでも変えら

れます。鶴翔は生徒一人ひとりが持つ

力を大切にし、伸ばし、活かしていけ

る学校です。新しい事に思い切って

チャレンジしてください。

２年生のとき、飛翔祭でやった劇

が印象に残っています。男女関係な

くクラスみんなで盛り上がって、本

当に楽しかった。本当に仲の良いク

ラスでした。良い思い出です。
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阿久根市政ニュース
市の取組などについてお知らせします。

大川小学校校舎の耐震補強･大規模改修工事が完了
〜市内における学校施設の耐震化率100％〜
教育委員会では平成21年度から学校施設の耐震

化を進めてきましたが、この度、大川小学校校舎

（２－１号棟、10－１号棟）の工事が完了しました。

これをもちまして、市内における耐震強度の 

低い（Ｉｓ値0.7未満）学校施設の補強工事は完

了することになります。

阿久根市初のメガソーラー起工式
２月４日、㈱大林クリーンエナジーが、市の 

保有する鶴川内地区の桑原城工業団地に建設する

大規模太陽光発電所（メガソーラー）の起工式を

行いました。出力は２千キロワットで、年間発電

量280万キロワット時（一般家庭約780戸分）を想

定。今年の７月稼働を目指しています。式には同

社の関係者や西平市長、地元の区長ら約50名が出

席して工事の安全を祈願しました。

横座トンネルの防災訓練で連携を確認
２月27日、県道阿久根東郷線の横座トンネル

（1,292ｍ）で交通事故を想定した防災訓練が行わ

れました。県や市、警察、消防など７機関の約80

名が参加。パトカーや救急車、消防車が次々と出

動し、車両誘導、負傷者の救出・搬送、車への放

水などを行いました。同トンネルは阿久根、薩摩

川内の行政、警察の管轄が接する地点で、毎年、

防災訓練を行っています。横座トンネル内で行われた防災訓練

阿久根駅のホームにボンタンなどを植栽
２月18日、肥薩おれんじ鉄道阿久根駅のホーム

にボンタンなどのかんきつ類９本を植える植栽式

が行われました。式には、西平市長をはじめ県議

会肥薩おれんじ鉄道活性化議員連盟のメンバーら

約50名が出席。県北薩地域振興局が主催で、社名

の由来でもあるかんきつ類の産地を走る鉄道と 

してＰＲするために行われました。なお、同様の

植栽は折口駅や牛ノ浜駅でも行われています。

植栽されたボンタンなどのかんきつ類に
土をかける出席者

桑原城工業団地で行われた
メガソーラーの起工式

耐震補強・大規模改修工事を終えた
大川小学校校舎

阿
久
根
市
政
ニ
ュ
ー
ス
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◇
公
売
物
件

・
土
地
（
宅
地
）　
７
１
．
３
６
㎡

（
２
１
．
５
８
坪
）

・
土
地
の
所
在
地

脇
本
字
下
大
谷
９
６
２
７
番
３

※
旧
黒
之
浜
児
童
館
園
庭
跡
地
の
一
部

（
分
筆
済
）

◇
公
売
最
低
価
格
　
４
２
７
，０
０
０
円

※
公
売
最
低
価
格
以
上
の
最
高
価
格

が
落
札
価
格
と
な
り
ま
す
。

◇
公
売
の
方
法
　
一
般
競
争
入
札

◇
入
札
の
日
時
　
４
月
19

日
㈮
　

・
受
付
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時

・
入
札
開
始
　
午
後
２
時
30

分

◇
入
札
の
場
所
　
市
役
所
大
会
議
室

◇
公
売
物
件
の
用
途
及
び
法
的
規
制

用
途
の
指
定
等
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

土
地
利
用
に
関
し
て
は
建
築
基
準
法
等

の
法
令
を
遵
守
し
て
計
画
す
る
こ
と
。

◇
入
札
の
方
法

・
入
札
書
は
、
必
要
事
項
を
記
入
、
記

名
押
印
し
、
封
か
ん
の
う
え
直
接 

入
札
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
郵
便
に
よ
る
入
札
は
認
め
ま
せ
ん
。

・
入
札
は
一
人
一
通
と
し
、
同
時
に
他

の
者
の
代
理
人
と
な
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
代
理
人
が
入
札
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
本
人
の
委
任
状
（
委
任
者
と
代

理
人
が
押
印
し
た
も
の
）
を
入
札
前

に
契
約
担
当
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
財
政
課
管
財

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
書
類

入
札
者
は
入
札
前
に
、
個
人
に
あ
っ

て
は
本
籍
地
の
市
町
村
の
発
行
す
る
身

分
証
明
書
、
法
人
に
あ
っ
て
は
法
人
の

登
記
事
項
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

※
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
　
管
財
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
２
２
）

土
地
公
売
の
お
知
ら
せ

旧
黒
之
浜
児
童
館
園
庭
跡
地
の
一
部

道路からの高低差が

1,100mmあります。市
で切土等の造成は行い

ません。

電柱（本柱、支線）お

よびフェンスは売買契

約後、市が移設します。

で
は
、異
動
の
多
い
３
月
30

日
㈯
・

31

日
㈰
に
転
入
・
転
出
・
転
居
に

関
す
る
届
出
受
付
や
各
種
証
明
を
発
行

し
ま
す
。
手
続
に
は
印
か
ん
や
身
分
を

証
明
す
る
物
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
等
）
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
民
環
境
課
で
の
転
入
・
転

出
・
転
居
の
手
続
に
伴
い
、
税
務
課
、

生
き
が
い
対
策
課
、
水
道
課
、
学
校
教

育
課
の
関
係
す
る
業
務
も
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、届
出
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

後
日
来
庁
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
時
　
間

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15

分

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
　
住
民
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
１
・
１
４
２
２
）

の
事
務
手
続
の
権
限
移
譲
に
よ
り
、

平
成
25

年
４
月
１
日
か
ら
阿
久
根

市
に
住
所
を
有
す
る
方
は
、
阿
久
根
市

役
所
で
「
栄
養
士
」「
調
理
師
」
の
免
許

証
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

交
付
通
知
の
は
が
き
が
届
き
ま
し
た

ら
、
市
役
所
の
各
担
当
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◇
栄
養
士

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
５
７
）

◇
調
理
師

市
民
環
境
課
　
環
境
対
策
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
５
）

市

県

土
曜
・
日
曜
に
転
入
・
転
出
・

転
居
の
手
続
が
で
き
ま
す

「
栄
養
士
」
「
調
理
師
」

免
許
証
交
付
の
お
知
ら
せ

４
月
１
日
か
ら

変
わ
り
ま
す
。

市役所からの

お知らせ
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コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

を
ご
存
知
で
す
か
。

骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど
運
動
器
の
働

き
が
衰
え
る
と
、
普
段
の
生
活
の
自
立

度
が
下
が
り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

り
、
寝
た
き
り
に
な
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
そ
の
危
険
性
が
高
い
状
態

を
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」、

通
称
「
ロ
コ
モ
」
と
呼
び
ま
す
。

市
で
は
、
ロ
コ
モ
の
予
防
・
改
善
の

た
め
に
「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」
を
月
に

一
度
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
牧
内
地

区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
２
会
場

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
の
も
と
、

み
ん
な
で
楽
し
く
寝
た
き
り
や
転
倒
予

防
の
た
め
に
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
や
送
迎
バ
ス
の
行
程
な

ど
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
６
１
）

℻
０
９
９
６
（
７
３
）
０
２
９
７

「
ロ

ロ
コ
モ
予
防
で
元
気
な
老
後
を

～
元
気
ア
ッ
プ
教
室
～

◎いずれの会場も午後１時30分～午後３時30分

老人福祉センター
※第２または第３火曜日に開催

牧内地区農村環境改善センター
※第４金曜日に開催

ン
ナ
ー
等
の
乱
用
者
は
、
身
体
や

精
神
を
む
し
ば
ま
れ
、
幻
覚
や
知

覚
異
常
を
起
こ
し
、
凶
悪
事
件
を
引
き

起
こ
す
な
ど
社
会
に
与
え
る
影
響
も 

極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
や
学
校
、
地
域
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
シ
ン
ナ
ー
等
の
薬
物
乱
用 

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
　
薬
務
課
内
事
務
局

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
０
４

シ

シンナー ・接着剤等
乱用防止強調月間

（３月11日～４月10日）

い
つ
ま
で
も

健
康
長
寿
に

痛
み
が

楽
に
な
る

健康コーナー
Medical health

健
康
コ
ー
ナ
ー

「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。
」
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月日 対象地区名 時　間 場　　　所

4月17日
（水）

尻 無 上 9:00〜 9:10 表 川 内 公 民 館

南 畑 ・ 竹 之 迫 9:20〜 9:30 尻 無 消 防 詰 所

鈴 木 段 9:40〜10:00 鈴 木 段 公 民 館

尻 無 下 10:10〜10:20 尻 無 浜 公 民 館

的場･中屋敷･仲仁田 10:30〜10:40 大川分団消防車庫前

川 畑 中 ・ 川 畑 10:50〜10:55 川 畑 中 公 民 館

野 元 11:05〜11:10 川 畑 正 雄 宅 前

長 迫 11:20〜11:30 長 迫 公 民 館

牛 之 浜 13:30〜13:40 牛之浜集落センター

大 川 島 ・ 馬 見 塚 13:50〜14:00 大 川 島 公 民 館

枦 14:10〜14:20 枦 公 民 館

飛 松 14:30〜14:40 飛 松 公 民 館

高 之 口 14:50〜15:00 高 之 口 公 民 館

4月18日
（木）

牟 田 9:00〜 9:10 牟 田 公 民 館

折 口 東 9:20〜 9:30 折 口 東 公 民 館

内 田 9:40〜 9:50 内 田 公 民 館

大 下 10:00〜10:10 大 下 公 民 館

陳 之 尾 ・ 丸 内 10:20〜10:30 陳 之 尾 公 民 館

折口ニュータウン 10:40〜10:50 第 ２ 公 園 前

大 林 11:00〜11:10 大 林 公 民 館

東 牧 内 11:20〜11:30 東 牧 内 公 民 館

牧 内 13:30〜13:40 牧 内 公 民 館

大 尾 13:50〜14:00 大 尾 公 民 館

段 14:10〜14:20 段 公 民 館 駐 車 場

中 村 14:30〜14:40 中 村 公 民 館

浦 14:50〜15:00 浦 公 民 館

4月19日
（金）

米 次 9:00〜 9:05 米 次 公 民 館

尾 原 9:15〜 9:25 山村開発センター

田 代 中 9:35〜 9:45 田 代 中 公 民 館

田 代 下 9:55〜10:05 田 代 下 公 民 館

木 佐 木 野 10:15〜10:20 木 佐 木 野 公 民 館

桑原城上･下･長谷 10:30〜10:40 桑原城改善センター

栫 10:50〜11:00 栫 公 民 館

宮 原 ・ 横 手 11:10〜11:20 横 手 公 民 館

羽 田 11:30〜11:40 羽 田 公 民 館

弓 木 野 13:30〜13:40 弓 木 野 公 民 館

尾 崎 13:50〜14:00 尾 崎 公 民 館

萇 野 14:10〜14:15 萇 野 公 民 館

大 田 14:25〜14:35 大 田 公 民 館

園 田 14:45〜14:50 園 田 公 民 館

月日 対象地区名 時　間 場　　　所

4月12日
（金）

八 郷 9:00〜 9:10 八 郷 公 民 館

小 漉 9:20〜 9:30 小 漉 公 民 館

大 漉 9:40〜 9:50 大 漉 消 防 車 庫 前

黒 之 上 10:00〜10:10 黒 之 上 公 民 館

大 谷 10:20〜10:30 大 谷 公 民 館

黒 之 浜 10:40〜10:50 消 防 車 庫 前

深 田 11:00〜11:10 深 田 公 民 館

槝 之 浦 西 11:20〜11:30 槝 之 浦 西 公 民 館

槝 之 浦 東 13:30〜13:40 槝 之 浦 東 公 民 館

脇本馬場・脇本浜 13:50〜14:00 脇 本 馬 場 公 民 館

下 村 ・ 上 原 14:10〜14:20 脇 本 地 区 公 民 館

永 田 上 14:30〜14:40 永 田 上 公 民 館

永 田 下 14:50〜15:00 永 田 下 公 民 館

4月14日
（日）

平日受けられない方の
ために、日曜日にも実
施します。都合の良い
場所で受けてください。

9:00〜 9:30 脇 本 地 区 公 民 館

10:05〜10:20 大川分団消防車庫前

10:40〜11:10 保 健 セ ン タ ー

4月15日
（月）

筒 田 9:00〜 9:10 筒 田 公 民 館

桐 野 下 9:20〜 9:30 桐 野 下 公 民 館

桐 野 上 9:40〜 9:50 桐 野 上 公 民 館

大渕川・瀬之浦上 10:00〜10:20 瀬 之 浦 上 公 民 館

瀬 之 浦 下 10:30〜10:40 瀬 之 浦 下 公 民 館

古 里 10:50〜11:00 古 里 公 民 館

松 ヶ 根 11:10〜11:15 松 ヶ 根 公 民 館

寺 山 13:30〜13:40 寺 山 公 民 館

新 町 13:50〜14:10 コミュニティ新町

浜 14:20〜14:30 浜 公 民 館

本 町 14:40〜14:50 本 町 公 民 館

4月16日
（火）

山 下 馬 場 9:00〜 9:20 新 城 公 民 館

遠 矢 9:30〜 9:50 遠 矢 公 民 館

波 留 10:00〜10:30 波 留 公 民 館

高 松 10:40〜10:50 高 松 公 民 館

上 野 11:00〜11:10 上 野 公 民 館

大 丸 11:20〜11:30 大 丸 公 民 館

倉 津 13:30〜13:40 倉 津 公 民 館

遠 見 ヶ 岡 13:50〜14:00 猿楽辰美宅前付近

佐 潟 14:10〜14:20 佐 潟 公 民 館

潟 14:30〜14:50 潟 公 民 館

【　平成25年度　畜犬登録及び狂犬病予防注射日程表　】

犬
病
予
防
注
射
を
安
全
に
実
施
す 

る
た
め
、
問
診
を
行
い
ま
す
。 

注
射
の
際
は
、
通
知
書
を
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

◇
注
射
料
金
　
１
頭
　
３
千
円

◇
登
録
料
金
　
１
頭
　
３
千
円

な
お
、
今
回
の
通
知
は
現
況
確
認
の

た
め
、
現
在
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

内
容
の
ま
ま
通
知
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
変
更
の
あ
る
場
合
や
犬
が
病

気
な
ど
で
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
健
康
増
進
課 

保
健
予
防
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
５
７
）

狂

愛犬家の皆さまへ

犬の登録と狂犬病
予防注射のお願い
です。

写真：看板犬のたろう
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歳　出

12億6,461万４千円

⎧
┃
⎨
┃
⎩

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 し尿処理費リサイクル処理費 公債費 その他

８５６円 ６７４円 ３,７６８円 １,４４５円８５０円 ６,３０８円

返　済

３６円

平成23年度決算状況

（注）地方交付税…起債償還に充当される国からの財源措置分

住民１人当たりに使われた金額　　１３，９３７円

（平成２４年９月末人口で算定）　　人口９０，７３９人

　　歳　入　　　　 歳　出　　　　繰越金
1,297,037,000円－1,264,614,000円＝32,423,000円

内訳

阿久根市負担金

出水市負担金

長島町負担金

2億1,338万3千円

5億2,556万円

1億4,539万6千円

歳　入

12億9,703万７千円

諸収入

2,848万５千円 

使用料及び手数料

2,360万１千円

財産収入

277万３千円

繰越金

3,767万１千円

衛生費

５億5,014万５千円

振興整備事業費

　　 274万９千円

議会費

　　　52万７千円

公債費

５億7,235万７千円

民生費

6,119万７千円

総務費

7,763万９千円

地方交付税（注）

３億2,016万８千円

分担金及び負担金

８億8,433万９千円

歳　出 歳　入

薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
平

成
24

年
第
２
回
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
23

年
度
の
当
組
合
歳
入
歳
出

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
（
収
入
）
に
つ
い
て
は
、
12

億

９
千
703

万
７
千
円
で
、
歳
入
の
主
な 

も
の
は
各
市
町
か
ら
の
負
担
金
、
地
方

交
付
税
及
び
使
用
料
等
で
す
。

歳
出
（
支
出
）
に
つ
い
て
は
、
12

億

６
千
461

万
４
千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も

の
は
、じ
ん
か
い（
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

処
理
、
し
尿
処
理
す
る
た
め
の
経
費
で

あ
る
衛
生
費
、
組
合
の
借
金
返
済
に
充

て
ら
れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険
の
認
定

審
査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生
費
、
圏

域
（
２
市
１
町
）
の
振
興
整
備
の
事
業

推
進
に
使
わ
れ
る
振
興
整
備
事
業
費
、

議
会
費
及
び
総
務
費
で
す
。

ま
た
、
平
成
24

年
度
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て
も
可
決
さ
れ
、
平
成

24

年
度
予
算
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
千
41

万
８
千
円
を
減
額
し
た
、

10

億
７
千
36

万
６
千
円
と
な
っ
て
い 

ま
す
。

な
お
、
補
正
の
主
な
理
由
は
、
入
札

執
行
残
の
減
額
等
決
算
見
込
み
に
よ
る

調
整
で
す
。

北 北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
だ
よ
り

　
　
平
成
23
年
度
決
算
状
況
等

北薩広域行政事務組合だより
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自
動
車
の
移
転
登
録
・
抹
消
登
録
の

手
続
は
確
実
に
Y

自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所

有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
で
す
。

そ
の
た
め
、
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た

り
、
廃
車
し
た
場
合
で
も
、
移
転
登
録
や
抹

消
登
録
が
済
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で

も
元
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め

に
必
要
な
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
普
通
自
動
車
は
鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録

部
門
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
９

・
125
㏄
を
越
え
る
二
輪
車
お
よ
び
軽
自
動
車

は
鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
４
０
１
１

・
125
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
、
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
は
、
市
役
所
税
務
課
課
税
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
４
）

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
を

開
始
し
ま
す

■
土
地
（
家
屋
）
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

◇
期
間
　
４
月
１
日
㈪
〜
４
月
30
日
㈫

◇
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
※
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◇
場
所
　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

◇
縦
覧
で
き
る
範
囲
　
固
定
資
産
税
の
納
税

者
が
、本
人
の
資
産
の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か

確
認
で
き
る
よ
う
に「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
」「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」に
よ
り
類
似
す

る
土
地
、家
屋
の
評
価
額
と
比
較
で
き
ま
す
。

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
評
価
額

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、納
税
義
務
者
名
、

登
記
名
義
人
名
は
記
載
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

縦
覧
は
こ
の
期
間
中
に
限
り
無
料
で
す
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
本
人
の

「
課
税
台
帳
」
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、　

借
地
人
や
借
家
人
は
、
そ
の
対
象
部
分
の
み

閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
閲
覧
は
縦
覧
期
間
中
に
関
わ
ら
ず

い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
が
、
期
間
中
は 

無
料
、
期
間
外
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

■
宅
地
の
標
準
的
な
価
格
の
閲
覧

路
線
価
図
（
市
街
地
）
に
お
い
て
、
標
準

宅
地
の
所
在
を
公
開
し
、
そ
の
価
格
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
標
準
宅
地
の
価
格
を
記
載
し
た 

一
覧
表
も
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
縦
覧
、
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

縦
覧
等
で
お
越
し
の
際
は
、
本
人
確
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
印
か
ん
と
お
手
持

ち
の
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書
（
平
成
25

年
度
納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書
は
４
月
中

旬
に
送
付
予
定
）
ま
た
は
、
運
転
免
許
証
等

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
人
が
縦
覧
さ
れ
る
場
合
は
、

縦
覧
さ
れ
る
方
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先 

税
務
課 

固
定
資
産
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
５
・
１
４
４
６
）

ご
み
110
番
電
話
廃
止
の
お
知
ら
せ

ご
み
110

番
電
話
（7

2-7

ナ4

シ5

ゴ3

ミ

）
は
平
成
25

年
３
月
末
で
廃
止
に
な
り
ま
す
。
以
後
、
ご

み
出
し
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市

民
環
境
課
環
境
対
策
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先 

市
民
環
境
課 

環
境
対
策
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
５
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
の
ご
案
内

銃
砲
や
刀
剣
な
ど
は
、
原
則
所
有
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
骨
董
品
な
ど
と
し
て

価
値
の
あ
る
銃
砲
や
刀
剣
な
ど
は
、
県
教
育

委
員
会
で
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
所
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
審
査
会
が
、
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
審
査
日
時
（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

※
午
後
２
時
30
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
平
成
25
年
５
月
14
日
㈫

・
平
成
25
年
７
月
９
日
㈫

・
平
成
25
年
９
月
10
日
㈫

・
平
成
25
年
11
月
12
日
㈫

・
平
成
26
年
１
月
14
日
㈫

◇
審
査
会
場
　
鹿
児
島
県
青
少
年
会
館

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
│
８

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
８
２
２
６

※
問
い
合
わ
せ
先

県
教
育
庁
文
化
財
課
　
指
定
文
化
財
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
３
５
５

国
家
公
務
員
試
験
の
ご
案
内

平
成
25
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
受
験
申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
込
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
直
接
、

お
問
い
合
わ
せ
に
な
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局
　
第
二
課
試
験
係

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

海
技
免
状
の
更
新
・
失
効
講

習
の
ご
案
内

次
の
と
お
り
海
技
免
状
の
更
新
・
失
効
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
　
３
月
24
日
㈰
　
受
付
　
正
午

◇
場
所
　
北
さ
つ
ま
漁
協
　
２
階
会
議
室

◇
金
額
（
送
料
・
写
真
代
含
む
）

・
更
新
講
習
料
　
９
千
円

・
失
効
講
習
料
　
１
万
５
千
円

◇
持
参
品
　
更
新
ま
た
は
失
効
の
海
技
免
状

※
問
い
合
わ
せ
先
　
北
さ
つ
ま
漁
協
総
務
課

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
５
１
１



21 Akune

　 ら し の 情 報 く s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001

花
と
歴
史
の
ウ
ォ
ー
ク

（
第
２
回
）

脇
本
地
区
国
道
389

号
の
花
壇
の
管
理
を 

し
て
い
る
「
花
を
咲
か
せ
隊
」
が
主
催
で
、

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学
ぶ
「
第
２
回
花
と
歴

史
の
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

参
加
料
は
無
料
で
す
。

◇
日
時
　
４
月
21
日
㈰
午
前
８
時
受
付

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

◇
集
合
場
所
　
脇
本
地
区
公
民
館
（
三
笠
支
所
）

◇
コ
ー
ス

脇
本
地
区
公
民
館
を
発
着
点
と
し
、
脇
本

海
水
浴
場
前
↓
難
破
船
由
来
の
折
口
岩
船

↓
お
れ
ん
じ
鉄
道
折
口
駅
↓
難
破
船
由
来

の
鍋
石
地
区
↓
国
道
389
号
を
脇
本
方
面
↓

関
ヶ
原
の
戦
い
「
中
馬
大
蔵
の
墓
」
な
ど

の
歴
史
を
学
ぶ
、
約
９
㎞
（
約
2.5
時
間
）。

◇
持
参
す
る
も
の
　
雨
具
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先

石
澤
☎
０
９
９
６
（
７
５
）
１
７
３
４

太
田
☎
０
９
９
６
（
７
５
）
０
０
１
８

双
津
☎
０
９
９
６
（
７
５
）
１
２
１
９

花と歴史のウォーク（国道389号）

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
旅
」

忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
や
景
色
募
集
Y

Ｎ
Ｈ
Ｋ
│
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
放
送
の

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断

こ
こ
ろ
旅
」。
県
内
で
４

本
の
番
組
を
制
作
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
、
皆
さ
ま
の
心
に
あ
る
忘
れ
ら
れ
な
い

風
景
や
景
色
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
ぜ

ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

を
元
に
、
旅
人
「
火
野
正
平
」
さ
ん
が
自
転

車
で
皆
さ
ま
の
こ
こ
ろ
の
風
景
を
訪
ね
ま
す
。

◇
募
集
締
切
　
11
月
25
日
㈪
必
着

※
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
編
成
局
　
衛
星
放
送
セ
ン
タ
ー

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
旅
」
事
務
局

☎
０
３
（
５
４
５
５
）
７
７
４
２

℻
０
３
（
３
４
６
５
）
１
３
２
７

８
月
咲
き
小
ギ
ク
苗
を
販
売
し
ま
す

◇
販
売
日
時
　
４
月
19
日
㈮
午
前
９
時
〜
正
午

苗
が
無
く
な
り
次
第
、終
了
い
た
し
ま
す
。

◇
場
所
　
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◇
単
価
　
１
本
20
円

予
約
注
文
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
２
１
９
１

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
が

本
年
３
月
末
に
期
限
を
迎
え
ま
す

■
金
融
庁
の
検
査
・
監
督
の
方
針
（
骨
子
）

◇
金
融
機
関
が
貸
付
条
件
変
更
等
に
努
め
る

べ
き
こ
と
は
、
期
限
到
来
後
も
何
ら
変
わ

り
ま
せ
ん
。

◇
金
融
検
査
・
監
督
の
ス
タ
ン
ス
は
、
期
限

到
来
後
も
変
わ
ら
ず
、
金
融
機
関
に
は
、

借
り
手
の
経
営
課
題
に
応
じ
た
解
決
策
を

借
り
手
の
立
場
で
提
案
し
、
時
間
を
か
け

て
実
行
支
援
す
る
よ
う
促
し
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
九
州
財
務
局

鹿
児
島
財
務
事
務
所
　
理
財
課

☎
０
９
９
（
２
２
６
）
６
１
５
５

http://www.fsa.go.jp

◇
寄
　
贈

・
演
台
お
よ
び
車
い
す
１
台

平
成
25
年
新
成
人
の
皆
さ
ま
か
ら
市
に
記

念
品
と
し
て
贈
ら
れ
た
演
台
お
よ
び
車
い
す

１
台
が
、
市
民
会
館
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄贈された演台と車いす

春
の
市

◇
日
時
　
３
月
31
日
㈰
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

◇
場
所
　
本
町
通
り

※
３
月
の
こ
よ
ん
で
は
、
３
月
25

日
㈪
と

誤
っ
て
記
載
し
て
お
り
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

弓し
木
野
区
の
た
け
の
こ
祭
り

ろ
や
ま
会
の
桜
祭
り

弓
木
野
区
民
が
前
日
か
ら
総
出
で
釜
ゆ
で

し
た
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
が
販
売
さ
れ
る
『
た
け

の
こ
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時
　
４
月
７
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所
　
た
け
の
こ
の
里
（
弓
木
野
区
）

農
産
物
の
６
次
産
業
化
を
目
指
す
「
し
ろ

や
ま
会
」
主
催
の
桜
祭
り
。
で
き
た
て
の
パ

ン
や
惣
菜
、お
菓
子
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時
　
４
月
７
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

◇
場
所
　
山
下
川
近
く
の
広
場（
山
下
馬
場
区
）

春の市 たけのこ祭り

しろやま会の桜祭り

待
っ
て
る
よ
Y
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図書館へ行こうY
　新刊案内
・『おもかげ橋』 葉室　麟（著）

二度と戻れぬ故郷、忘れたはずの
初恋の女、信じる友との絆…。宿命
と因縁に翻弄される一生に一度の純
愛の結末とは？ 三人の男女のまま
ならぬ人生を哀歓豊かに描く時代 
小説。

・『ちょうちんそで』 江國香織（著）
取り戻そうと思えば、いつでも取
り返せる。人生の黄昏時を迎え、１
人で暮らす雛子の元を訪れる人々の
秘密と雛子の謎。切なさと歓びが 
暗闇から掬い上げられる長編小説。

・『中学生の君におくる哲学』 斎藤慶典（著）
「どうして勉強しなきゃいけない
の？」「なぜスカートの丈を短くしたら
叱られるの？」「いじめはなくならない
の？」哲学者でもある著者が、中学
校の校長先生として、日々の学校生活
の折々に語りかけた言葉を収録。

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　午前９時～午後７時

・『いちばん長い夜に』 乃南アサ（著）
刑務所で知り合った芭子と綾香。
過去に怯えながらも東京の下町に居
場所を見つけ，２人は肩を寄せ合い
ひっそりと暮らしてきたが，震災に 
よって大きな変化が訪れて…。 
シリーズ完結編。

　朗読ＣＤが増えました
読書に不便を感じていらっしゃる方には、朗
読ＣＤがおすすめです。
この度、人気の『落語シリーズ』、ミステリー
の王道『シャーロック・ホームズ』など視聴覚
コーナーを充実しました。ぜひご利用ください。

阿久根について学びませんか

郷土誌好評発売中Y
生涯学習課（市立図書館・郷土資料館）では、阿久根の

文化や風習、歴史を残すため様々な郷土誌を発行してい 

ます。

郷土を語る資料として、または、阿久根の歴史を勉強 

するための参考資料としてご活用してみませんか。

※申込み・問い合わせ先

・市立図書館　　　☎０９９６－７２－０６０７

℻０９９６－７２－０８５６
・有限会社　書林　☎０９９６－７３－４５００

℻０９９６－７２－７０３８
・富浜書店　　　　☎０９９６－７５－００１８

℻０９９６－７５－００１８

郷土誌名 金 額

阿久根市誌 2,000円

阿久根の自然 1,000円

阿久根の人物 1,000円

阿久根のことば（方言集） 1,000円

阿久根の地名 1,000円

阿久根のむかしばなし 1,000円

丹宗律光　植物画集（全12巻） 15,000円

視聴覚コーナー
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阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

正
月
の
賑
は
ひ
過
ぎ
て
ふ
た
り
居
に
梅
一
輪
は
ほ
こ
ろ
び
笑
ま
ふ 

佐
潟
　
俊
子

夫
逝
き
て
三
十
二
年
ひ
と
り
居
の
わ
れ
は
ひ
ざ
病
み
五
感
衰
ふ 

野
村
　
克
江

朝
日
差
す
刈
田
に
鶴
の
数
羽
を
り
わ
れ
歩
調
変
へ
ず
畦
道
歩
む 

木
場
　
克
子

海
見
ゆ
る
娘
の
家
に
暮
ら
し
い
て
我
が
晩
年
の
幸
福
思
ふ 

川
畑
　
ス
ミ

逝
き
し
息

こ

子
の
そ
の
手
で
貼
り
し
カ
レ
ン
ダ
ー
除の

け
難が

た

く
し
て
六
年
を
経
つ 

遠
矢
　
　
律

霜
の
朝
生
ま
れ
い
で
た
る
み
ど
り
ご
の
未
来
に
続
か
む
命
の
リ
レ
ー 

飛
松
　
保
子

梅
は
散
り
花
水
木
の
芽
角つ

の

ぐ
み
て
老
い
の
小
庭
に
や
う
や
く
の
春 

河
南
誠
一
郎

つ
ゆ
宿
す
朝
の
葉
群
に
春
兆
す
入
り
陽
の
光
森
の
明
か
る
さ 

白
濵
　
ノ
ブ

節
電
と
料
金
値
上
げ
言
ふ
な
か
に
電
飾
灯
は
巷

ち
ま
た

に
ぎ
は
す 

亀
澤
　
笑
子

美
し
く
書
か
れ
し
賀
状
届
き
け
り
君
の
触
れ
た
る
指
の
香
添
へ
て 

別
府
　
義
明

「
ち
ょ
っ
と
作
っ
て
み
た
け
ど
、
飾
っ

て
く
れ
る
？
」
と
市
の
担
当
者
へ
次
々

に
連
絡
が
入
り
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い

う
間
に
市
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会
や

い
き
い
き
サ
ー
ク
ル
、
手
芸
ク
ラ
ブ
な

ど
約
50
団
体
か
ら
手
作
り
の
ひ
な
人
形

の
提
供
を
受
け
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
っ
た
市
主
催
の
「
あ
く
ね
ひ

な
ま
つ
り
展
」。
初
め
て
の
開
催
で
す
。

　
ひ
な
人
形
だ
け
で
な
く
、
生
花
や
ひ

し
餅
な
ど
の
提
供
が
あ
っ
た
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
厚
意
で
お
手
玉

づ
く
り
教
室
が
開
か
れ
る
な
ど
、
心
の

こ
も
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
早
く
も
「
来

年
も
ぜ
ひ
開
催
を
」
と
い
う
意
見
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
か
。
来
年
が
楽

し
み
で
す
。 

（
寺
園
）

人のうごき
２月28日現在

（　）は前月比

人　口
22,909人
（－27人）

男
10,737人
（－9人）

女
12,172人
（－18人）

世帯数
10,556世帯
（－11世帯）

出 生 9人
死 亡 22人
転 入 41人
転 出 55人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

岩
﨑
龍
り
ゅ
う

ノの

介す
け

　
哲
　
朗
（
高
之
口
）

西
田
　
潤

じ
ゅ
ん

平ぺ
い

　
晶
　
徳
（
　
潟
　
）

牧
内
　
瑛え

い

心し
ん

　
英
　
明
（
内
　
田
）

坂
松
　
駿か
け

琉る

　
栄
　
一
（
波
　
留
）

田
上
　
統と

う

士じ

　
智
　
之
（
　
段
　
）

宮
崎
　
純

じ
ゅ
ん

　
　
　
創
　（
　
潟
　
）

濱
﨑
　
三
良
86
（
永
田
下
）
節
　
子

新
塘
　
文
江
66
（
　
町
　
）
修
　
平

岩
﨑
ス
ミ
子
93
（
大
　
林
）
利
　
行

中
野
フ
ヂ
ヱ
88
（
中
　
村
）
正
　
行

松
尾
　
信
行
64
（
市
　
外
）
美
津
代

本
　
　
ス
ヱ
98
（
上
　
野
）
量
　
基

中
﨑
　
ミ
ネ
92
（
折
口
東
）
堀
切
年
幸

馬
見
塚
　
優
80
（
東
牧
内
）
喜
代
子

下
脇
　
末
義
85
（
波
　
留
）
サ
ダ
子

松
元
　
春
雄
93
（
牛
之
浜
）
幸
　
二

柏
木
　
朝
子
82
（
大
　
丸
）
秀
　
一

大
當
　
純
孝
86
（
中
　
村
）
小
夜
子

平
川
ミ
ツ
ヱ
90
（
高
　
松
）
谷
村
高
徳

鍋
石
　
敏
郎
41
（
永
田
上
）
理
　
奈

峯
　
　
保
養
94
（
　
浦
　
）
別
枝
由
井

巻
木
　
ク
ミ
79
（
　
浜
　
）
澄
　
一

鶴
薗
　
孝
志
91
（
尻
無
上
）
カ
　
ト

日
笠
山
美
智
子
80
（
高
　
松
）
　
大

木
下
　
ミ
チ
85
（
山
下
馬
場
）
之
　
芳

寺
下
　
梅
子
75
（
　
町
　
）
一
　
郎

新
町
　
村
雄
84
（
新
　
町
）
フ
　
ミ

倉
津
サ
ツ
ノ
84
（
倉
　
津
）
　
貢

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

阿久根ライオンズクラブが平成24年度植栽事業の一

環で、三笠中学校にブルーベリーの苗木20本、阿久根

小学校にブラジルマツとクスノキの苗木を１本、大川

中学校にブラジルマツの苗木を１本寄贈しました。三

笠中学校校長の下原幸生先生は「本当に有り難い。こ

れを機に子どもたちが植物を大事に育てる心を育んで

もらえたら」と話してくださいました。

阿久根ライオンズクラブ
の植栽事業

ブルーベリーの苗木を植樹する三笠中生徒会
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

大お
お

　

野の

　
翔

し
ょ
う　

太た
　

さ
ん
¡9

◇趣味は何ですか・・・
野球、ドライブ、つり

◇性格は・・・
ポジティブ

◇阿久根についてひと言
阿久根は人柄が優しくて、
自然がきれいなところがいい
スターゼンのお肉はおいしいので、
ぜひ食べてください

◇将来の夢は・・・
大型免許（バイク）をとって、ツーリング
がしたい

同じ商品なら他店より安い自信があります。 ぜひ一度ご覧下さい。 

本町通り ℡７２－０８７８ 

カタログ価格より 

玩具センター たなか 

五月人形 ･ 鯉のぼり ･ のぼり旗 五月人形 ･ 鯉のぼり ･ のぼり旗 五月人形･鯉のぼり･のぼり旗 

４ 引 割 

他
に
日
替
わ
り
ラ
ン
チ

　五
八
〇
円

ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
も
５
種
類
有
り
ま
す  

 モーニングサービス（８時より一日中）￥480円

トースト・サラダ・果物・つまみ・ゆで卵・有機栽培コーヒー

阿久根市塩鶴町1－89
（店主）岩崎一男（場所）ジョイフルより南へ100ｍ（８時～19時）

☎64－6288

なが　 しま

よね　 だ


